その 一 冷血漢 

温い 心と は 何物 だら う？ それから ま) 」 ころと いふ 

こと は？ 愛と いふ こと は？ 

私の 父 は 悪者で はない。 それから 叔父 も、 妹 も、 三 

人の 特別の 関係の ある 女達 も。 そのうへ 此 等の 人々 は 

私に 対して 危害 を 加へ ない ばかり か、 私の 幸福 を 祈つ 

たり、 私が 俗物で はない こと を 私 以上に 確信したり、 

私が 私自身に 対して さ へ 労 はる こと を 絶対に 許さない 

苦悩に 対して 労 はりの 情 を さしむけ やうと してみ たり、 

私の 愛情に 依頼したり、 それに 裏切られた 寂寥に 打ち 



の 解釈 は屢々 女性が 行 ひがち だ。 彼女 等の 現実的な 眼 

光 は 甚だ 辛辣に 扮 装の 下 を 射抜いて くるが、 ある 限度 

の 深さへ くると、 この 冷酷な まで 現実的な 眼光が 俄か 

に 徹底的な 浪曼 主義者に 豹変し がちな ものである。 そ 

のうへ 偏見と 知りつつ 固執す る ことの 真剣 さが、 女性 

にあって は 当然の 反省 すら 超 躍し がち だ。 妹 は 私の 秘 

めら れた思 ひが 人に も 増して 温かで あると 言 ひふら す _ 

生憎な ことに、 その 解釈の 感動 的な 快 さが 妹の 心を虜 

にして、 信条に 近い 確信に すら 変って ゐ るの だ。 気の 

毒な 妹よ。 然しお 前の 考へは 明らかに 不遜な 誤魔化し 

を 犯して ゐる。 根柢 的に 間違 ひだ。 私の 秘められた 心 



は、 残念 乍ら 温かな もので はない の だ。 私で すら 私の 

心に 幾度と なく 温かな もの を 誤診した、 誤診し やうと 

努めす らした、 誤診と 知りつつ 信じる ことの 快 さに 浸 

り 得た 幼稚な 然し 幸福な 忘れられない 華やかな (あ 

あ！ 皮肉な ことに、 これが 皮肉な 用語で はない) 追 

憶 すら 今 も 歴然と 胸に あるの だ。 お前の 場合と 事 違 ひ、 

私の場合 は、 呑気で あっても 必死であった。 肉親 や 人 

情の つながりに 休む 気安 さはな く、 あらゆる 関係と 存 

在 自体の 真相 を 摸索し つづけた つもりで さへ、 誤診す 

る 7 ^ との 快 さ を 逃げき る- ^ と のでき な い 時が あ つたの 

だ。 私 は 再び それ を 幸福な 時代と 称ば う。 さて、 私 は 



これ を 卒直に 言 ふより ほかに 仕方がな いが、 私の 心 は 

常にた だ 冷酷で ある。 ただ 狡猾で ある。 (私 はしかく 

言 ひたくない。 今と なっても 未練が ましく やがて 時々 

は 訂正 もしたい。) 

私 は 自分の 行動 を 他に よって 律せられ る ことが 厭 だ。 

一応 かう いふ 解釈 を 与へ てお かう。 自律 的な 行為の 限 

り は 豚に 笑顔 を 見せる こと も 平気で あるし (私 は 突然 

思 ひ 出した が、 昨日の 話 だ、 散歩の 路で 行き 会った 山 

羊の メイ メイの 一々 に、 この 山羊 は 私に ひどく 厚意 を 

寄せた が、 一 々振 向いて 微笑 を 返さずに ゐられ なかつ 

た。 それば かり か、 戻る に 当って、 予定して ゐた 綺麗 



な路を 犠牲に して、 同じ 野道 を 選ばずに ゐられ なくな 

つた。 これ は 一 つの 笑 ひ 話に すぎない が、 生憎 これが 

年中の こと だ) 鴉と 握手 を 交す ことに も 一 向 苦痛 は感 

じない し、 自尊心の 傷 けられた 記憶 もない。 私 は 寧ろ 

軽い 意味で 愉快な の だ。 かう いふ 私の 行動が 温い 心の 

表れで あると いふの なら、 そして 多くの 人々 が この 卓 

説に 賛意 を 表して くれるなら、 私 は 早速 有頂天に 叫ん 

で やらう。 俺 こそ 世界一 の 温い 心の 持ち主 だぞ と。 

呵々。 私 は 路傍の 何人と も (況ん や 豚に 於て おや) 交 

り を 結ぶ に 垣根 を 構える 卑屈な 要 心 は 用 ひない が、 心 

しみ 

に染 がう つる ほどの 交りの 深さに 達する と、 私 は 突然 



た 恐怖 を かざして 私の 心に 挑み かかり もす るので ある。 

悲しい 哉、 私の 心臓 はこん な 架空な 果の 知れない 恐怖 

に対して 堪え きれる ほどの 強大な 魔力が 授けられて ゐ 

ない。 怖ろ しい 想像 を 弄ぶ こと、 それに 怯えて 立ちす 

くむ こと を 私 は 避けたい。 私 はこの 物語の 中に 於て、 

私の 心 を 解説す るの が 主要な 目的ではなかった の だ。 

私 はむしろ 書きたい 多くの 人物と、 出来事と、 それの 

雑多な 関係の 中に 投げ入れられた 様々 な 物の 様々 な 姿 

を 見直す 必要が あつたの だ。 私 はま づ 私の 一 人の 叔父 

に 就いて 語り ださう。 

私の 叔父 (父の 弟)、 芹 沢 東洋 は、 日本画 家と して 相 



て、 私の 強い 抱擁 だけ を 求めたい 熾烈な 希 ひ を、 茫漠 

とした その 蒼 ざめ た 表情の 中に、 幽かながら 根 かぎり 

の 努力 を もって 表 はした。 私 は 蔣子を 抱擁した。 それ 

から 直ちに 自動車に 乗る と、 藤 子 を その 家に 送りと ど 

け、 ついで 私 は 重要な 約束 を果 すため に 踵 を 返して 横 

浜へ 向った。 —— - 

芹 沢 東洋に 三つの 住所が あった。 余談に わたる やう 

であるが、 話 を 運ぶ 都合 上 暫く 脇道へ それて、 芹 沢 東 

ひととな リ 

洋の 為人 に 就いて 若干の 言葉 を 費す 時間 を 与へ てい 

ただきたい。 



ろ を もってすれば、 私自身に 手掛 リの摑 みやう がない 

ばかりでなく、 恐らく 藤 子 を 除く 何人に も 想像の 余地 

がない の だと 言 は ざ る を 得な い。 然しながら 藤 子 は 藤 

子な みの 考へ 方に よって、 むしろ 或 ひ は 決然たる 断案 

の 示す ところに もとづ いて、 甘んじて 芹 沢 東洋の 一 一号 

たる こと を 選び だした ので あらう 事実 も、 亦 私 はこれ 

を 否定す る - J とがで きな いの だ。 

この 非凡なる 凡庸 婦人 を 相手に して 全霊 を 傾けた 愛 

情 を 捧げ、 新ら たなる 出発の 光明に 向って 飛び立た う 

とする こと は、 雲峯を 押し 煙幕に 飛び かかる と 同じ や 

うに 手応 へがなかった に 違 ひない。 出来合 ひの 聖母 マ 



ベて おいた 害 だ。 即ち その 一 つ は 言 ふまで もな く 妻子 

の 住む 本邸で あり、 他の 一 つが 藤 子の 住居で ある こと 

も 断る まで もない 話と して、 最後の 一 つが 特に 静かな 

郊外に 建てられた アト リヱであった。 この アト リヱに 

は 留守番の 形で、 私と 私の 妹が 住んで ゐ たの だ。 

当然 本邸に 附属して 建てら るべき ァ トリ H を だう し 

て わざ わざ 遠い 郊外へ 運び だした か？ これに は 芹 沢 

東洋の 深謀遠慮と、 充分の 必要が あるの だった。 この 

ァ トリ H は 愈々 藤 子が 彼の ものに 定まった とき、 倉惶 

として ェを 急がせ ァラ ヂンの 城の 如くに 建てられ たも 

の だ。 かう 言へば 直ちに それと 気付かれた 読者 も あら 



うが、 要するに、 絵の 制作 は 第二と して、 妻子の 眼に 

は 怪しまれず 毎日 蔣子を 訪れる ために は、 不便な 郊外 

に 独立した ァ トリ H を 建てる ことが 必要であった！ 

そして 又 当然 アト リ H に 居るべき 害の 東洋が 実は 年中 

不在で あっても、 不時の 急場に 誰 怪しまれぬ 言訳け も 

して くれ 仕事 の 応接 も して くれる 腹心の 留守番が 必要 

いさ さ 

であった。 その 腹心が ほかならぬ 私で あるの は 聊か 

笑止の 次第で あるが、 甥で も ぁリ、 孤独の 叔父に は 年 

齢の 差が 問題で なく 二十歳 頃から 唯一 のコ ンフィ ダン 

でもあった ところの 私 をお いて、 この 重任 を果 すべき 

人物 は 地上に 二人と 有りえない。 当時 私 は 文科 大学 を 



卒 へたば かりで 職業 もな く、 そもそも 私 は 小学校 を卒 

業す るから 専ら 叔父の 出費に よって 生育した もので あ 

る。 

当時 芹 沢 東洋 は 絵画 そのものの 本質的な 疑惑、 或 ひ 

は 思想 的な 懊悩に よって、 絵筆 を 握る 勇気 さへ 失 はれ 

がちな 有様であった。 従而 この アト リ H は アト リヱ 

本来の 面目 を果す ことが 極めて 稀れ で、 専ら 主人の 不 

在に よ つ て 存在理由 も 生じる とい ふ 奇妙な 役割 を果し 

てゐ たが、 然し 一週に 三回の 午前中、 十 名ば かりの 若 

い 娘に 絵の 手 ほどき を するとい ふ 私塾の 用に 使 はれて 

ゐた。 元来 芹 沢 東洋 は、 その ぺッシ ミズ ム から、 責任 



さう いふ 一日、 その 日 は 授業の ない 日で あつたが、 

秋 子が ふらりと ァ トリ H へ 現れて、 昨日 忘れ物 をした 

ん だけど と 言 ひながら 暫く アト リ H にブ ラブ ラ して ゐ 

たが、 やがて 私 をつ かまへ て、 丁度 切符が あるんだ け 

ど 音楽 をき きに 行かな いかと 誘 ふので あった。 それが 

全ての 始まりであった。 私の 見る ところ を もってすれ 

ば、 彼女に 寄せた 私の 曖昧な 思慕の 情 をい ち 早く 看破 

した 秋 子 は、 却って 私 を 誘惑す る 気持に なった ものと 

しか 思 はれない の だ。 いはば 私 は 受動的な 形であった 

が、 ひとたび 秋 子との 恋愛に 希望 を 持ち はじめた 私 は、 

心中 顚倒 する 歓喜の 絶頂に おしあげられ たこと を 告白 



散歩の ほかに は、 全く 何事 も 起らなかった。 私 は その 

頃 全く それだけの 逢 ふ 瀬で さへ 満足し きって ゐ たの だ。 

ただ 秋 子に 会へ る こと だけで。 話が できる こと だけが。 

肩 を 並べて 歩け る だけで。 私の そんな まるで 騎士 的な 

又 子供め く 思慕の 至情が、 そのころ まで は 淫婦 的な 気 

持 もあった 秋 子の 態度 を 逆に 改まらせる ことにな つた。 

私の 思 ひあがった 観察で ある こと を 怖れる が、 けれど 

も 私 は それ を 固く 信じて ゐ るの だ。 秋 子 は 叔父との 関 

係 を ひそかに 反省し はじめた。 その内 省に 苦しみ はじ 

めた。 そして 内省の 苦し さ を 私に 気付かせまい とする 

ために、 一層 K 悩の 深まる ことが 私に 分る のであった。 



ふ 契機 を 与へ たのであった。 

その 日 は 丁度 授業の 時で、 ァ トリ H に は 娘子軍が 勢 

揃 ひもして をり、 勿論 秋 子 も 居 合 はした。 取次に 現れ 

たの は 私であった。 受取った 名刺の 中の 名前 を 読む と、 

私は危 ふく 叫び を あげる ところであった。 それから 改 

めて 奇妙な 来訪者 を 見直した 私 は、 彼の 両 肩が 壁の や 

うに 岩 乗 に張リ 鼻血が 流れても 呻き 声 を たてさう に 

もない 冷酷な 敵意 を 感じる と、 ふと むらむらと 顔の 中 

央に物 も 言 はず 一 撃 を 加へ て やりたい 衝動 を 覚えた。 

然し それ は 余談で ある。 私 は 叔父に 取次いだ。 ある 女 

の 一 身上の ことで、 とい ふ 峠の 言葉 を 伝へ る ことが、 



自然に 力一杯 豪傑の 片足 を 踏みつけて ゐた。 顔 を 歪め 

た 豪傑に 「失礼」 と 私 は 言った。 「君の 行く 部屋 は あち 

らです 」 

豪傑 は 怒りの ために 飛び かかる 力 を 盛りお こさう と 

しかけた が、 弱気の 男が 行動 的に 走った 場合の ひたむ 

きな 殺気 を 私の 構えに 読みと ると、 急に ぐらり と 態度 

を 変えて、 悠々 と 肩 を ゆすって 応接室へ 歩いて いった _ 

小犬に かま はない 猛犬の やうに。 

私達 を 追 ひかけ て、 画室の 中から 一 人の 女の けたた 

ましい 笑 ひ 声が 沸き 走った。 私 は 心に 「しまった！」 

と 叫んだ こと を 記憶して ゐる。 その 笑 ひが 豪傑の 荒々 



しい 心 を 呼び覚ます こと を 私 は 怖れ はしなかった。 私 

は ただこの 出来事が 秋 子の 胸 を 突き 荒す こと を 悲しん 

だの だ。 笑 ひ 声 をき いた 時、 私の 身体 は 可愛い 女の 苦 

悶の 呻き をき いたやう に 冷めた くな つた。 然し 笑 ひ は 

秋 子が 発した もので はなく、 あぐりの 声で ある ことが 

分った とき、 私の 最大の 憎しみが あぐりに 向けて 閃い 

たこと も 忘れられない。 その 笑 ひ をき つかけ にして、 

秋 子 は 一直線に ァ トリ H の 中央 を 横切る と、 私のう し 

ろから 応接室へ 這 入って きた。 芹 沢 東洋 は 一 番 おくれ 

て 現れた。 彼 はむしろ 茫然と した 様子だった。 なぜと 

いって、 秋 子に こんな 隠れた 男の ある こと を 知らない 



その 夜であった。 叔父 は 再び アト リ H を 訪れ、 そし 

て 放浪に 旅立 つ こと を 言 ひだした の だ。 

ここで 私 は、 私の 心に 起った 不可解な 変化に 就いて 

一 言し なければ ならない。 私 は 武蔵野 を 散歩しながら、 

もはや 人々 の 立ち去った アト リ H へ 戻って、 物憂い 白 

昼 をす ごしながら、 静かな 夜 をむ かへ ながら、 私の 決 

意 は 然し 激浪の 荒々 しさで 秋 子と 私との 結婚の 事 を 追 

ひま はして ゐた。 その 一事の み を 熱の こもった 痺れる 

頭で 追 ひつ づけて ゐ たのであった。 その 時の 心事 を 一 

言 にして 言 へば、 私 はも はや 秋 子な しに は 生きられな 



りながら 舌打ち をした。 私 はい はれな く 泣き喚く 一 人 

の 子供に 立ち去られた あとの あの 謹厳なる 憎悪の み を 

懐いた ので ある。 

妹が とびだし てきた。 私に 食 ひっき さうな 顔 付で。 

—— 然し この 話 はもう 止さう。 こんな 時、 ほかの 親し 

い 人達の 顔 を 見る こと は、 思 ひだす こと すら、 いはれ 

なく 苦痛 だ。 私 はやが てァ トリ H へ 戻って きて、 一人 

になった。 私 は 大切な 考へ ごとが あつたの だ。 

私 は 言 ひ 洩らした が、 叔父 は 私に 二 千円の 金 を 渡し 

ていった の だ。 午前 訪れた 豪傑に 支払 ふための 金で あ 

つた。 生憎 豪傑に は 悪党の 凄味 も 新鮮 味 もなかった。 



びこんで きたの だ。 それから 叔父と 対座した 長丁場の 

二六時中、 怪獣が 泣き喚いた 賑やかな 時間で さへ、 こ 

の 黒々 とした 想念の 雲 は、 私の 脳漿にから みついて 離 

れ ない。 私が 放心しても 生きて ゐる、 さう いふね ぢく 

れた 状態であった。 

そ の 想 念と は 9 夢 の 中で は 時々 こうした 思 ひが 

けない 想念 を 糞真面目に 思 ひ つ いたり 追求したり 実行 

したりして ゐる もの だが、 現実で は 殆んど 経験し ない 

こと だ。 例へば 諸君 も 記憶が あらう が、 かりに 我々 が 

十年一日の 如く 海 を 渡る 船乗りで あると して、 山の こ 

とに は 一向に 不案内で あるば かり か、 山に 対して 微塵 



あの 時として は 恰好の つかない 状態で もあった。 私 は 

夜 もす が らまん ぢリ ともせず、 この 想念の 実行に 頭 を 

めぐらし はじめた の だ。 

そこで この 思 ひがけない 想念 と は 9 私 は 暫く そ 

れを言 ふまい。 私に 対して それが 唐突であった やうに、 

敢て 読者に も 唐突たら しめ やうと する わけで はない が、 

実は 私の 全く 一 片の 気まぐれな 悪戯 心から、 愈々 私が 

二 千円 を 投げ だす 時まで、 この 説明 を 一時 ぁづ かる こ 

ととす る。 幸 ひに 諒 されよ。 

叔父 は それから 数日の 後、 例の 放浪に 出立した。 出 



私 は 豪傑 を 見た 瞬間 に 苦笑 を洩 した。 甚だ 虚無的 で 

ある 点 を 除けば、 むしろ 微笑と 言 ふべき であった。 さ 

うして、 私の 心に 浮んだ 第一 のこと は、 秋 子に 向けら 

れた 私の 心が 一 層 さめた 思 ひがした とい ふこと である _ 

私 は 突然 自分 は わざわざ なんて 無駄な かかりあ ひ をす 

るの だら うと 考 へた。 こんな 風に 物々 しく 豪傑と 会見 

する 必要はなかった のにと 思 ひついて、 自分の 物好き 

を 後悔し、 急に 逃げ だしたい ほど 阿呆らしくな つた。 

その 意味から、 私 は 豪傑 を 凝視め るな り、 いきなり 顔 

を赧ら めて しまったの だ。 然し 私 は 落 付いて ゐた。 た 

だ、 なんの ために 秋 子 を 連れてき たの だら うとい ふ 疑 



どまし の やうに 見える が 」 

私 は 一 時 ぼんやりした。 豪傑 は 我 関せず の 顔 付で、 

煙草 を さかんに ふかしながら、 全く 無言 でゐ るので あ 

つた。 私 は 急に 我に かへ ると、 激越な 憎しみが 豪傑に 

向けて むらむらと 沸き立つ てきた。 耳鳴りが して 動悸 

が 高鳴 リ、 私の 手はヂ ャック ナイフ を 握りし めたい 衝 

動の ために ぶるぶる 顫える やうに 思 はれた。 喋ったら 

剌す、 私 は 冷めた くさう 思った。 勿論 それが 私の 心の 

全ての 真実で はない ので ある。 けれども 私 は 刺したい 

殺気 を 抑へ るた めに、 め まひの する 混乱 を 覚えて ゐた _ 

「俺に 会 ひたかった 意味 は、 さっきの 話で 筋が 通って 



でした が、 あんな 芝居 をす る ほかに、 名案 もなかった 

のです」 

「あたし は 子供 を 生まなければ ならない でせ うか？」 

アツと 思 ふ 隙 もなかった —— と、 私 はそんな 風に 感 

じたの だ。 まるで 眉間 を 打ち割られた やうに。 秋 子 は 

ヂッと 私 を 凝視め て 斯う ハツ キリと 言 ひ 切った の だ。 

私の 偽善者め いた 甘い 気取り は 木ッ葉 微塵に 踏みく 

だかれた やうだった。 私 は 混乱し、 のぼせた。 全く 私 

は あの 豪傑 を 自分 や 叔父との 関係にば かり 眺めて ゐて、 

, J ん なに 分りき つた、 哀れな 女の 恐ろしい 問題 を 念頭 

にかけ たこと もなかつ たの だ！ 私 は 忽ち 冷汗 すら 流 



した。 私 は 分裂した 思考力 を 集中し やうと 努めながら、 

然し あら はに 顔 を 顰め 最も 分りき つ た y 」 と を 答 へ た。 

「堕胎したら、 今度 こそ あの 男に やられる でせ う」 

言 ひ 終る と 私の 頭 は 空に なった。 私 は 自分 を 立て直 

すため に 秋 子の 視線 をし つかりと 見返した が、 やがて 

秋 子 は 視線の 中に どうに もなら ない 微笑 を 浮べ、 そし 

て 弱々 しくお 辞儀 をし かけた。 

「では 失礼し ます わ …… 」 

「さよなら」 

私 はふら ぶら 振 向いた。 いきなり 自動車 を 呼びと め 

て 乗り込んだ。 



もしなかった。 一軒の 見る からに 品格の ない アバ— ト 

へ 私 はまつ すぐ 這 入って いった。 ここに も 私の 一人の 

女が 住んで ゐ るの だ。 

女の 名 は 三千 代と いった。 数ケ月 前まで は、 ある 盛 

り 場の 小さな 然し 客の 立て こむ 酒場の マダムであった 

の だが、 私との 三年 越しの 関係が 到頭 主人に 気付かれ 

て、 裸で 店 を 追 はれた の だ。 弥生と よぶ 十七 才の 異母 

妹 を 連れて ゐた。 三千 代 はたと ひ 彼女 等の 来に 事欠く 

ことがあっても (そして それが 実際に 訪れて ゐ たが I 

I) その 悲しみ を 決して 私に 訴 へなかった。 私に 牝ら 

れる こと だけが 彼女の 唯一 の 悲し さだった。 もしも 私 



私 は 笑 ひながら 頷いてみ せた。 そして 坐った。 

「どうしたの？ 弥生さん は？」 

私 は 再び 春 子に 向って それ を 訊いた。 春 子 は 今にも 

泣き だ し さ うな 困惑 をう かべながら 三 千代 を みつめて、 

「言っても いい かしら 9 」 と、 助力 を もとめる かの 

やうに 眩いた。 

三千 代 は 漸く 自分の 言 ひたい こと 以外の 話題に 気付 

いた 様子であった。 

「この 子、 喀血した の、 でも、 たいした こと はない の 

よ」 

三千 代 は 強 ひて なんでもない やうに 言 はう とした。 



「別れ やうなん て、 さう いふ 意味 はない の だよ。 これ 

はた だ 軽い 償 ひの ための 金 だ。 勿論お 前 は、 これ を 破 

いても 焼いても いいの だ」 

私 はでき る 限りの 優し さと 静か さで 言った。 私 は 三 

千代 を 強い 言葉 で 励ましたかった が、 さう いふ 言葉 も、 

さう いふ 強さ も 浮き あがらう と はしなかった ので。 

さう して 私が 部屋 一 面に 散らばった 札 ビラ を 見る と 

もな くぼん やり 眺めて ゐる うちに、 私 は その 札 ビラが 

拾 はれ もせず 散る に まかせて ある ことが、 全く 守銭奴 

の 心理に よって、 ふと 気が かりにな つてき た。 

—— 三千 代に 比べて なんて 浅 間 敷い 心 だら う！ (と、 



まるで 何 か 辛味の やうな 自嘲 を 感じた) 札 ビラの 散ら 

ばったの を 見て ゐる だけで、 あれが これから どうなる 

のかと 気が 揉める の だ！ まるで 往来へ 落ちて ゐるこ 

とと 同じ やうに。 一 枚 だって 大金 だぜ といった やうに。 

心の奥の 出来事 だからい いやうな ものの、 人に 見抜か 

れ たら 目 も 当てられない 醜怪な ものに 違 ひ はないて。 

…… 私 は ボン ャリ と考 へて ゐた。 

すると 私の 心の奥に、 唐突な、 破裂 を 喜ぶ 快感が も 

リ あがって きたの だ。 その 快感が 浮ぶ と 一緒に、 突然 

の 亢奮から 全身の 血が 逆流した。 あの 札 ビラ を 一 枚 一 

枚たん ねんに 拾 ひ あつめろ！ その 醜悪な 姿 を 行へ！ 



すため に は 一応 迷った ほどであった。 尤も 事件の 当事 

者と しての 私 は、 ひとつの 出来事に よって、 他の 出来 

事に 由来す る 心の 負担 を まぎらす こと もで きたと いふ 

この 際と して は 天祐 的な 功徳 もあった が。 

私の 父 (即ち 芹 沢 東洋の 兄) 栗 谷川 文 五 は 五十 五 歳 

であった。 五 尺八 寸の 大男で、 恰も ボォ ドレ エルの 肖 

像に 似た 誠実な 苦悩に 富んだ 詩人の 容貌 を 持って ゐる 

が、 有体 は 十 銭 握れば 三十 銭の みたくなる 呑んだ くれ 

で、 消極的な 鋭 さは あるが 積極的な 逞し さに 欠けた 不 

平漢 とも 言 ふべき 男 か、 常日頃 いい加減な 噓っぱ ちか 

駄法螺 を 吹いて 孤高に 肉 心 一 一 つながらの 貧困 を まぎら 



いとい ふ 全 悲劇の 慟哭に も 似た 悲惨な 自嘲が 怖ろ し い 

とい ふので ある。 読者 諸君 はみだり に 死 を 云々 する 非 

能率的な 手 合 ひ、 即ち 私の 如き 種族 を 「厭世 人」 と 言 

ひなら はして ゐる ものなら ば 誤解であって、 かかる 死 

の 魔手の 前に 悪戦苦闘の 輩 ほど 最も 「好 世 的」 —— 厭 

世 的の アン トニイ ムの 心算で あるが —— の 者 はない。 

さて 家庭と いへば 安らかに 死ぬ 場所と 思 ひつく とい 

ふ 話で あつたが、 安らかに 生きる (死ぬ る も 同じ) と 

いふ こと は、 腹 も 立てるな、 心に もない 生き方 をし ろ 

噓を つけと いふ こと だ。 家庭と は 斯様な 生き方の はき 

だめで あり 避難所で あり、 今では かかる 生き方の 母胎 



的な、 かつ 一 にして 全なる 価値であって、 非 算数 的な 

値 打に 対する 打算への 絶えざる 不安 不満 は、 つまり 

「生」 そのことの 打算に 対する 不安 不満の 影だった の だ。 

人間 は 利他 的なる ことの 満足に 確信 はもて ない けれど、 

それ は 利己的なる ことの 確信 ある 満足 を 意味し ない。 

さらに 利己的 を 持ち だすまで のこと はなく、 問題 は そ 

れ 以前の 損得の 先に あるの だ。 即ち 人間 は 死によ つて 

生きる ことの 根柢から 存在 それ 自らが 不安と 同意語に 

他なら なかった。 建設？ 鸚鵡返しに その 反駁ので る 

, J と は 無論 言 ふまで もな いこと だ。 然し 建設 そ のこと 

が 即ち まづ 不安からの 出発で はない か。 —— 非 算数 的 



りと 見 流した だけで 眼 を そむけたい 思 ひすら した。 私 

は 部屋へ 戻って 急に 寝床の 中へ もぐりこんだ。 男の 愚 

劣な 感傷が 私の い い 加減な ポ— ズを 揶揄す る やうに 思 

はれ もし、 いっぱし 自分の 軌道に 乗って 足 を 踏みし め 

てゐ るつ もりの ものが、 砂上に 柱 をた てた も 同然 浅 間 

敷い ぐらつき 方が 分った やうな 惨めな 自嘲が わきおこ 

らうと する のであった。 

「てめ えが 泥棒に はい つた 方が 俺 はよ つぼ ど 御 愉快 だ _ 

馬鹿野郎！」 私 は 恐らく てれかくしから 金 切 声で 怒鳴 

つたり した。 

—— そいつが 身 を 切られる やうに つらい の だ。 いつ 



妹 は 半年 足らずの うちに 離婚した。 性病に 感染し 不 

具 者になる と T J ろ は 免れた が、 父が とんと 田舎 紳士 の 

腹心で、 癩に さはる ほど 言 はで もの 弁護 をす る、 妹の 

泣 言に は 一 々向つ 腹 を 立てて しま ふ、 悪徳の 正義に 就 

て 情熱の 最後の 滴まで 傾注した 訓話 を 述べる とい ふ始 

末で、 あげくの 果には 婿と 手 をと つて 遊興に 出陣す る 

いたた ま 

態たら くに 居堪ら ず、 妹 は 婚家 を、 同時に 故里 を、 父 

を、 逃げて 上京した。 叔父の もとへ ころがりこん でき 

たのだった。 生憎 乍ら 兄の もとへ ころがりこんだ 身 を 

寄せた と 書くべき 自信 も 気取り も 持てない。 叔父の 奔 

走に よって 離婚と なり、 爾来 私と 共に この アト リヱに 



棲む ことと なった。 

さて 新ら たな 出来事 は 私が 藤 子 を 上野 駅へ 見送った 

その 夕方から はじまる。 昨日の 約束 も ある ことで、 そ 

の 曰 は 三千 代 を 訪れる つもりで あつたが、 とりあへ ず 

上野 駅から ァ トリ H へ 廻り、 疲れた 身体 を 休める ため 

に 豚の やうに 寝床へ もぐった。 長い 熟睡が 訪れ、 目覚 

めた 頃に はも はや 黄昏が 迫って ゐた。 まもなく 二人の 

見知らぬ 訪客が 現れた の だ。 一 人 は 四十 前後の 男、 そ 

の 連れ は 三十 七 八の 女で、 見る からに 北国の 暗い 風土 

を 彷彿たら しめて ゐた。 男 は 冗長な 田舎 言葉で、 越後 



暫くのう ち 男 は 無言で、 うつむい たなり 別に 表情の 

変化 も 見受ける ことができなかった が、 突然 顔 付 を 歪 

ぬす 

め 泣 顔に 変り 恨む やうに 妹 を 偸み 見た。 

「あれほど 呉々 も 言った ではない か。 お前 もよ く 納得 

した ことで はない か。 今更 そんな こと を 言って どうな 

る もの か。 第一 旦那と は 身分 も 違 ふし、 それに 旦那 は 

どうい ふ 巧い こと を 言って ゐ たか 知れない が (かう 言 

ひながら 男 は チラと 私に 視線 を 送り、 その 瞬間 は 口 を 

噤ん だが、 顔 を 伏せて、 もはや 泣 言 か 口説の やうに し 

めつ ぼく 綿々 と 言 ひ はじめた) 旦那衆 は 女 遊びに 馴れ 

てゐ るから 儂ら 土百姓と 違って 女 を 喜ばせる 手管 も 巧 



んな こと を やら かすか？ こいつ は 観 物 だ！ そいつ 

を 俺の 手本に して ゆつ く リ考へ 直しても おそく はない 

て。 

私 は 然し 三千 代に 対する 私の 態度 (憐憫の 情 以外に 

は 多くの もの を 感じない その 感情 生活 を 含める こと は 

勿論) を かなりの 点まで 是認し つづけて ゐ たので あつ 

た。 私の 態度 を 是認 するとい ふよりも、 彼女が 私に 騙 

されても いい、 愛す ふり をして くれと いふ ( —— 本心 

からさう 思 ふ 女が 果して あらう か！ けれども 我々 の 

現実で は 多くの ものが 常に この 程度の 妥協 をせ めての 



最上と して ゐる こと も 否めない) その 言葉 を 或る 程度 

の 本音と 読んで ゐ たがために、 結局 は 三千 代 を 騙しつ 

づけて ゐる 私の 感情 生活に 比較的な 正当 を 是認し つ づ 

けて ゐ たのであった。 もとより 私 は 彼女 を 一枚の 紙屑 

の やうに 捨て去る ことによって、 決して 一文の 損も受 

けない 立場に あった。 法律上の 制裁 を 受け やう 理由 も 

なく、 恐らく 新聞種に なること すら 有り得 やうと は 思 

はれなかった。 三千 代 はかね がね 私に 向って 言 ふので 

あつたが、 私の 本心が 彼女 を 厭 ふやう になったら 憐憫 

の 念 をす て 生殺しの 殺生 をせ ずに 一 思 ひに 有りのまま 

を 打ち 開けて くれと。 (愛す ふり をして くれと いふ さ 



つきの 言葉と 逆で あるが、 激した 感傷の 表現に は その 

時々 の 独立した 真実性 も あるべき である) その 宣告 は 

何物よりも 怖ろ しく 悲しい こと は 無論で あるが、 その 

日までの 幸福に 感謝す る 思 ひ はあって も、 決して 私 を 

恨む こと はないだら うとい ふので あった。 斯様な 表現 

に は 通俗小説 や 映画 的な 多分に 偽られ 又 無批判な 陶酔 

気味が 見受けら れ るが、 それが 彼女の 行動の 幾分 を 実 

際に 規定す る 尺度と なって ゐる 今日、 あへ て 私が 彼女 

のために 私 流の 批判 を 加へ る 必要 はない の だ。 私 はた 

しかに 或る 程度の 彼女な りに 本気な もの を そこに 読ま 

ずに ゐられ なかった。 要するに 外部 的な あらゆる 条件 



に 於て、 私 は 三千 代 を 捨てる ことに 一 分の 束縛 も 受け 

てはゐ ない。 (のみならず、 束縛、 制裁、 損失 も 

とより 稚気 満々 たる 英雄 気取りの 気負 も 多分に ある こ 

と を ひと 先づ 一 応は 認める にしても、 私 は 損失 や 制裁 

を 世間の 常識が 怖れて ゐる ほど 怖れて はゐ ない) 三千 

代 を 捨てる 全ての 力が あげて 私の 自由意志 による もの 

であり、 私 は 自らの 憫憐の 情 を 必ずしも 不当の ものと 

はして ゐ なかった。 

私 は 二人の 訪客 をァ トリ H に 残して 一 夜 遊里 を 彷徨 

し、 翌日の 正午す ぎて 帰宅した が、 その 日 私の 胸に 受 

けた 一 つの 必ずしも 大きく はない 心の 動き を 決して 見 



夜に なった。 妹が 突然 部屋へ はいって きた。 手に び 

らくと 一 枚の 用箋 を ひらめかして きたが、 それ を 私 

に 読めと 言って 差し出した。 文面 は 次の 通り。 

—— 親父の 顔が 見たくない ので 在京中 は 暫く ほかへ 

行って ゐ ます。 帰郷 次第 元気よ く 戻る でせ う。 呉々 も 

御 心配な く。 (原文の まま) 

「これ はお 前が 書いた のか？」 

「さう。 それ を 置き 残して 黙って 出ち まふ 害だった け 

ど、 やっぱり 言つ といた 方が いいと 思って」 

妹 は 悪びれた 様子 もして ゐ なかった。 とはいへ 強 ひ 

てす る 明るさと、 物憂い ものに 見えさへ する 誇張され 



僕 はなん ベ ん その 気配に まきこまれ やうと しかけた か 

分らなかった の だ。 僕 は 一 晚中 のべ つに サミ ユエ ル- 

バ トラの エレ ホン をめ くって ゐ たが、 牧童が 酒 をく す 

ねる とい ふたった 一 つの 場景 にっかえ たきり、 どの 頁 

をめ くって みても 頭 も 眼 も 空転 リを つづけて ゐ るの だ。 

僕 は 嘗て こんな にも 強烈な 無言 の 媚態 で 言 ひ 寄ら れ た 

ことはなかった し、 あの人の 全ての 感官が 無言の 肉体 

を 通じて 僕に 言 ひ 寄って ゐ たの だと 確信せ ずに ゐられ 

なかった よ。 僕の 肚の底 を 割る と、 一人の 稀代な 妖婦 

を 始めて 目の あたり 見た 感じだった」 

淫蕩の 血 は 私の 血族に 流れて はゐ る、 それ を 充分 承 



へ迪 りつく と、 鈍重な 足の 運びで ひきずる やうに 歩き 

ながら、 背 を まるめ 黙りこくって 歩いて ゐた長 平が、 

ふと 自分の 部屋 を ぼんやり 見上げて 眩いて ゐた。 r ゐ 

るかな？ ゐな いと 思 ふが …… 」 と。 その 予感 は 的中 

した。 私が むしろ ホッと 重荷 を 下した ことに は、 まぎ 

れも なく 長 平の 部屋の どこに も 妹はゐ なかった。 書き 

残した もの もなかった。 私 は 暫く 妹に 会 はずに ゐ たい 

思 ひがした の だ。 妹の 魂が 汚れて ゐ るなら、 魂の 汚れ 

と 同じ 線まで 肉体の 汚れる こと を 望む 思 ひがむ しろ 私 

の 心に あった。 

—— お前 も ひとたび 家庭 を 逃げる 人になる なら、 行 



きつく ところまで 行きつ いて みるがい いの だ。 中途 半 

端な 娘 気質の 気位 はむしろ 御免 だ。 そんなお 前 を 見る 

こと は、 救 はれない 私自身の 血 を 見る やうに 私に 苦痛 

だ。 淫売 婦の 汚れき つた 肉体に なって、 肉 は 膿 を もち 

ズダ- (^にさけ て 帰って きても 私 は 決してお 前 を 叱り 

はしない だら う。 むしろ 私 は 一息 ホッ とつく かも 知れ 

ぬ。 私達 は はじめて 兄妹に なった の だぜ、 と。 しみ じ 

みと 始めて 話 を 交さ うぢ やない か、 と。 

私 は 心に そんな こと を 眩いて ゐた。 とはいへ それ も 

感傷的な、 自暴自棄な、 要するに 若干の 悲愴 を 気取る 

甘 さの せいに 他なら ない と 言 はれても、 私 はたし かに 



めに 彼の 下宿へ 赴いた その 当日、 この 夜 は 父が 上京の 

害であった。 

妹の 行動が 私に 大きな 衝撃 を 与へ たとい ふ 言 ひ 方 は 

全然 当らない が、 然し 一 人に もな りかね た 私 は、 恐ら 

く 同じ 思 ひの 長 平と 油の 乗らない 沈黙が ちな 対坐に す 

つかりく たびれ てし まひながら も、 思 ひ 切って 立ち上 

る 勇気がなかった。 正午 近い 時刻に なって 昼食の ため 

に 肩 を 並べ て 外出した 二人が 一 旦ァ トリ H へ 立ち寄つ 

てみ ると、 置き 残して きた 珍客 兄妹に 異常 はなく、 思 

ひがけない ことに は、 秋 子と あぐりと これ も 同じ 画学 

生の 巨 勢き そのと いふ 有閑 婦人の 三人が 我物顔に アト 



リヱ を 占領して ゐた。 

巨 勢き その (木 曾 野と 書く のが 本当で、 父親の 木 曾 

の 役人 時代に 生れた の だと 言 ふこと である) は 三十 五 

六の 富裕な 未亡人で、 金と 行動が 至極 自由になる とこ 

ろから、 自然 十数 名 の 画学 生 か ら党主 的 待遇 を 受け て 

ゐ たが、 その 割合に 我 無者羅 でな く、 ある 優し さと 弱々 

しさの つきまと ふの が、 がっちりした 娘子軍に 利用 さ 

れ ながら も、 先頭に 立った 家鴨の やうな 愚劣な 形に な 

る ことが なく、 深さ ある 人柄 を 感じさせる のであった。 

ところが 或る日、 女 画学 生の ズラリ と 並居る 面前で、 

私 は 突然 この 弱々 しい 婦人から 誰 憚らぬ 高声で 極めて 



単刀直入に 普通 決して 人前で 言 ふべき ではない 話を受 

けた。 言 ふまで もな く 木 曾 野 は 東京に 住んで ゐ たが、 

, J の 日 は 何 かの 都合が あ つ て静 浦の 別荘 へ 泊ら なけれ 

ばなら ない と 言 ふ の だが、 汽車 道の 長さ もやり きれな 

いし 別荘の 寂し さも 堪らない から、 四 五日 滞在の 心算 

で 私に 一 緒に 来て くれない かと 言 ふので あった。 

「貴方お 一 人 だけ 来て いただきた いのです。 大勢 来て 

いただいても おもてな しも 出来ません し、 陽気に 騒ぐ 

でもな く、 語りながら ブラく 一緒に 海岸 を 歩いて 下 

さる 方が 欲し いんです わ。 伊豆の 西海岸 は 余り 知られ 

てゐ ません けど、 湘 南の 海岸に 比べたら、 もっと 本格 



んで すって。 部屋へ 這 入って きた ゲ ー テを 見る と、 ナ 

ポ レオン は 突然 これ は 人物 だって 叫んだ さう です わ」 

「さう です か」 

「でも そんな 直感 は ナポレオンの 偉 さの 証明に はなり 

ません わね。 子供の やうに 独断 的ぢ やありません の？ 

まるで だ だ つ 子の やうに」 

「さう かも 知れません」 

r スタ— ル 夫人 は ナポレオン を 攻撃し すぎて 巴 里 退去 

を 命ぜられ たんです つてね。 スタ— ル 夫人の 印象に よ 

ると、 ナポレオン は 暴君と も 違 ふんです つて。 優しく 

はないけ ど 残酷で もな く 誰に 比べ やう もない 人物で、 



親しみ も 同感 も 受けない やうな 人なん です つて、 此方 

の 感情 も 全然 先方へ 通じない 人、 ナポレオンに 会って 

ゐ ると、 人間 を 一 つの 物と して 見て ゐる やうで 少しも 

同類と 思って ゐな いとい ふこと が、 圧迫す る 力と なつ 

て 感じられ たさう です わ。 社交 や 教育で 涵養され た 品 

性と は 何の 関係 もない 強い 力に 打 たれる のが 普通で、 

思想 や 意志の 力と は 別な、 たと へば 人類に 対して 一 片 

の 好感の 閃めき もま ぢ つて ゐ ない 人柄から、 辛辣な 諷 

剌 皮肉 を 与 へられずに ゐられ なかった さう です わ」 

「攻撃よりも 感激に ちかい 印象 ぢ やありません か？」 

「あたしの 言 ひ 方 も 悪 い ん です けど。 (彼女 は 笑 つ た ) 



面白く も 可笑しく もなか つたの ぢ やありません の？ 

みんな あたしの 空想なん です」 

私達 は 通りへ でた。 

私 は 木 曾 野に 冷笑され てゐる やうに 自らの 立場 を考 

へ てみ なければ ならない のかと 思 ひっかずに ゐられ な 

かった。 然し 木 曾 野に そんな 素振り はない ばかり か、 

自らの 言葉に 対して 気お くれと かう しろめた さ を 微塵 

も 感じぬ 颯爽と した 清潔 さが、 恰も 初々 しい 処女の や 

うに 私の 印象に 残る のであった。 私 は 更に 考 へた。 こ 

れ はこの 人の チョコ レ ） ^であらう か？ それとも チ 

ェ ホフ をして 私の 席に あらしめ たなら、 この 婦人に 向 



一 つの 疑念が 動きだして きたから であった。 この 婦人 

は 私が まるで 秋 子の 愛人で あるかの やうに 言って ゐる _ 

まるで 私に 秋 子の 支配権が あるかの やうに すら 言って 

ゐ るの だ。 それ を 疑 ぐらずに 軽卒な 返事 を 答へ ていい 

の だら うか？ さう いふ 疑念 もさる ことながら この 婦 

人の 例の 如く 淡々 とした 歯切れの よい 語調の 裏に は、 

最も 繊細な 歙智 によって 包まれた 微妙な 揶揄が、 私の 

野暮な 疑念に 向って 己に その 複雑な 伏線 を ふせて ゐる 

やうに すら 思 はれた のだった。 私 は 暫く 沈黙して 私の 

疑念 を 虚しく 追 ひま はして ゐ たが、 思 ひきって 顔 を あ 

げた。 



に 語りつ づけずに ゐられ ぬ 気持 を 持て あましながら、 

突然 荒々 しく 立ち上った。 私の 言葉の 一 々が 頭の 中 を 

素通りし 決して 頭に たまらな いのが 明瞭に 感じられ、 

思念の 中絶が 明確に 意識され て 不愉快であった。 

「我々 は 散歩し ませう」 と 私 は 叫んで ゐた。 

「外 は 爽やかな 初夏です よ。 エルテルの 詩人の 言葉に 

かう いふ 一句が あるので す。 大方の 人 は 生きる ために 

大部分の 時 を 働いて ゐ ます。 さう して 僅かば か リの自 

由が 彼等に 残されても、 それが 心配に なって、 あら ゆ 

る 手段 を 講じて その 自由から 脱け ださう とする のです _ 

ああ、 人間の 運命」 



こと さへ 許されない 貴人の 城が ある やうに さへ 思 はれ 

たのだった。 それらの こと を 感じながら、 然し 私 は、 

ええ そんな こと はどう だ つてい い の だ、 平安朝の 宮庭 

や ルイ 王朝の サロンに 行 はれた 単に 感覚的な 所謂 

Finesse d-esprit と 称 ばれる 類 ひの 智的 遊戯が 月光 や 

薔薇に よ つ て 野性 を剌 殺し、 或 ひ は 恋する 心臓の 真実 

の 言葉 を 発見せ しめたと はいへ、 ジュリア ン. ソレル 

の 恋の 真実 を 決して 育てる ことはなかった の だと 心に 

眩き つづけて ゐた。 私 はも はや 全く 木 曾 野に 無関心の 

自分に 返った 思 ひであった。 そのく せ 冷汗の 滲みで さ 

うな 混乱が なほ わけもなく 沸き立ち つづけて ゐ たの だ 



「僕 は 詩人に はなれな いのです。 ロマンス にしろ デカ 

ダンスに しろ 溺れき る y J とが で きな い のか も 知れな い 

のです ご 

と 私 はも はや どうに も 仕方のない 気持で そんな こと 

を 眩きながら 扉 を 開けて ァ トリ H の 方へ 歩き だした が、 

私の 背後で は 又しても 私に 全く 思量の 余地の ない 木 曾 

野の 爽やかな 眩き が 「あたし も —— 」 と 答へ てゐ るの 

が 不思議な 弾力 を もって 耳に 沁みて くるので あった。 

五名の 男女 は 揃って 戸外へ 歩きで た。 

私 は アトリエの 中に 思 ひがけな く 三 名の 婦人 を 見出 



「すぐ この 近所の アバ— トに南 雲 一 一九 太と いふ 若い 哲 

学者が ゐ るので す。 貴女 方が カル チェ .ラ タンと いふ 

あたりの 屋根裏に くすぶって ゐる変 屈な 若い 哲学者に 

就いて 想像した ことが おありで したら、 この 男が 幾ら 

か 似た ところが あるで せう。 本 を 読んで ゐる のか 思索 

して ゐる のか 乃至 は 昼寝で もして ゐる のか 滅多に 外出 

する ことがありません。 本と 埃で いっぱい のこの 男の 

部屋へ はいると、 糸の やうに 痩せた 若者が 真黒 の 仕事 

着 をつ けて、 然し 精悍な 山犬 か 狂人の やうな 眼 を 光ら 

せて 一 睨み づっ 貴女 方の 顔 を 射る のに 会 ふ 害です。 そ 

れ からい きなり 誰の 神経に も 顧慮せ ずに 猛然と 喋り だ 



たの だね、 顔 立 や 肢体に も 急激な 変化が 起った とい ふ 

こと だよ。 霊媒の 話 だと か、 田舎へ 行く と 神が かりの 

女の 話 はよ くきく ことで、 高大 業と かおき み 婆さんお 

直 婆 さ んと いふ 類 ひの 特殊な 婦人 の 異常 能力に 就いて 

はかね てきき 覚えて ゐ たが、 いづれ も 妖怪 じみた 老婆 

の 話で 若い 娘の この種 類の 話 はきいた ことがなかった 

し、 なにぶん 四 五軒 隣り に 起った 生々 しい 話なん でね。 

興味 を 覚えた ところから、 十日 ほど まへ 下宿の 叔母 さ 

んが 紹介して くれる ままに、 会って みたの だ」 

「ちょっと、 待った (二 九 太 は 突然 性急に 長 平 を 制し 

て、 上体 をぐ ッ とのり だした) その 娘が はじめて 発作 



それから、 これ も 重大な こと だが、 金と か 鉛と か 鉄と 

かとい ふ 金属に 対して、 特に 鋭敏な 神経 的 反応が あり 

はしない か？」 

「どうも それ もよ く 分らない が、 とにかく 物 を 透視す 

る こと は 確から しいね。 常に さう いふ 能力が あると い 

ふわけ でもない らしい が、 たと へば ひとつの 亢奮 状態 

におち こむ と 異常 能力 を 発揮す るら しいの だ。 当ら な 

いこと も あるら しいよ。 千里眼の 現象 なぞ は 半分 適 中 

しない やうな 状態 ださう だよ」 

「然し それだけで 充分 だ！ それ は 明確に Catalepsy 

とい ふ 神経病の 一 つなの だ。 日本語で は 一般に 全身 強 



直とい ふ 訳名 を 用 ひて ゐ るら しいが 正確な こと は 分ら 

ヒ プノ チズ ム 

ない。 見 給へ。 (彼 は 催眠術に 関する 分厚な 文献 を 数 

冊 探し だして 我々 の 方へ 持って きた) ほら この 本 を ご 

らん。 それから、 この 本 も ごらん。 ヒ プノ チズ ムに関 

する 限 リ先づ 冒頭 乃至 は、 とにかく 本論に かかる 前に 

みんな 一 様に 一 応 ふれて ゐる のが この Catalepsy と 

いふ 症候に 就いて ぢ やない か。 つまり ヒ プノ チズ ムを 

科学的に 説明 づける こと は 不可能で あるが、 然し 

Catalepsy なる 神経病が 存在す る ことによ つても、 ヒ 

プ ノ チズ ムと 人体との 密接な 関係 を 否定す る こと はで 

きないと いふの だ。 ことほ ど 左様に この 症候 は 異常な 



もの だ。 勿論 科学的に 説明す る ことので きない もの だ。 

然し 確かに 在る ものな の だ。 十四 五 歳の 少女の 春情 発 

動 期に 起る のが 普通 だが、 稀に は 年増 女、 時には 十五 

六の 少年に この 症候の 起った 例が 文献に 載って ゐる。 

この 書物 を 見た まへ。 これ は ロンブ 口— ゾ の最晚 年の 

著作で 『催眠 並に 心霊現象の 研究』 とい ふ もの だ。 主 

として ュサ ピアと いふ 霊媒に 就いての 実験 を 報告し、 

霊魂の 存在 を 実証し やうと した もの だが、 多数の 実験 

の 結果、 それらの 現象 を 科学的に 説明す る こと は 不可 

能で あるが、 然し 死後の 生命の 実在 を それらの 実験に 

よって も 否定す る f ^ と はでき な いと ロンブ 口 —ゾは 言 



多分に 洩れず Catalepsy に 就いて なの だ」 

「僕 はこの 少女の 話 をき いた 時、 どうい ふ もの かまつ 

さきに 君の こと を 思 ひだした よ。 君に 教 へて やったら 

興味 を 持つ だら うと も 思った の だが、 然し そのこと よ 

リも、 よく 似て ゐる なと 考 へたの だよ。 これ は 冗談 ぢ 

やない の だ。 君が 少女なら その Catalepsy になり さ 

うなんだ よ」 

「catalepsy は 必ずしも 虚弱な 人間が なる もので はな 

いの だ。 むしろ 健全な 人、 健全な 両親の 子供が 思 ひも 

よらず なる 例が 多い」 

「さう いふ 厳密な 話ぢ やない よ。 僕の 言 つて ゐ るの は 



ただ 感じ の y J とだが、 と Y J ろが 僕が その 少女に いざ 会 

つてみ ると 愈々 奇妙な ことがあ つたの だ。 君に 話した 

いとい ふの は そのこと なんだ が。 僕の 会った 日 は 発作 

もな く 特に 亢奮 状態で もな く 普通の 日で、 多少 動作に 

男の やうな 荒つ ぼい 感じが ある だけで、 特別 奇怪な 行 

動 もなかつ たの だ。 ところが ふいに その 少女が 僕の 顔 

を 凝視め てね、 急に 叫んだ もの だよ。 この 人の 友達に 

私の 好きな 人が ゐ ると いふの だ。 私の 愛人が ゐる害 だ 

と、 同じ こと を 二度 叫んだ よ。 僕 はかなり 面 喰った が、 

面 喰 ひながら 咄嗟に 思 ひついた のが 矢張り 君の こと だ 

つたよ。 その 愛人 は君ぢ やない かと 奇妙に かう、 なに 



か グロテスクな 実感 を もってさう 思 はずに ゐられ なか 

つたよ」 

私達 は 思 はず 同時に ふきだし たが、 なに か グロ テス 

クな真 迫力 を 思 はず 感じずに ゐられ なかった。 然し 二 

九 太 は 私達の 笑 ひに も その グロテスクな 真 迫力に も 全 

く 無関心だった。 

「その 娘 は 可愛らしい 顔 立 か？」 と、 二 九 太 は 冷然と 

長 平に たづね た。 

「特に 可愛らし いと 言 へない が、 普通の 愛 くるしい 少 

女に は 違 ひない な」 

「身体 は^と つて ゐる のか 痩せて ゐる のか？」 



「見たところ 弱々 しい 身体 だよ」 

「行って みやう！」 

一 一九 太 は 叫びながら 忽ち 荒々 しく 立ち上った。 

「これから 早速 行って みや うぢ やない か！ 一見の 値 

打が あるの だ。 僕 は 実験して みやう。 暗示 を 与へ て そ 

の 反応 を 調べて みたい の だ。 我々 は 早速 行か うぢ やな 

ヽ i I 

レ 力！」 

もとより 私 も 興味 を 感じ はじめて ゐた。 私達 も 立ち 

上って 早速 神経病 少女 を 訪問す る ことに 一 決した が 

「それにしても」 と 長 平が 二 九 太に 向って 「大勢で あん 

まり 仰々 しく 見物と いふ 恰好 もよ くないから、 君の 大 



駅へ かけつけた。 (続) 
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